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(1) 教職科目｢教育の技術と方法｣の設計の原理 >>13-1 ●●●● 

13 回の学習を重ねてきた道筋を振り返りながら、教職科目｢教育の技術と方法｣がどの

ように設計されていたかを紹介します．この講義のコンセプトは、第 1 週目から第 3 週目

にかけて説明していますが、それらの内容を改めてここで想い出してみてください。この

講義のテーマもまた、みなさんが後半の学習でとりくんできた共通テーマと同じように、

｢多様な能力を持った学習者一人ひとりの学力を高めるために｣どうすればよいかというこ

とを根底に位置づけています。したがって、この講義のサブテーマは｢多様な学習者が協働

して知識創造をする力を養うためのチーム学習｣を基本にしています。 

 

(2) レポートを提出する前の最終チェックをする 

 >>07-4 レポートの執筆   11-4 最終レポートの構成  12-1 レポートチェックリスト 

みなさんの努力の結晶である最終レポートの提出締め切りを守りましょう。さまざまな

手違いや勘違いによって単位を落とすことの無いように、最後の確認を行いましょう。 

また、これまでの資料を確認し、かつチームメンバーに質問しても解決できなかった疑

問点があれば、指導者に質問してください。 

 

 

 

 

 

 

 授業のまとめ 13 週 

今週の目標：  

・ 教職科目｢教育方法学｣の設計の原理を振り返る 

・ レポートを提出する前の最終チェックを行い、不明な点があれば質問す

る 
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